
その他の電子提供措置事項
（交付書面省略事項）

電子提供措置の開始日　2026年５月21日

株式会社横浜フィナンシャルグループ

上記の事項につきましては、法令および当社定款の規定にもとづき、お送りする書面には記載しておりません。

事業報告
■ 当社の現況に関する事項の一部
■ 会社役員（取締役）に関する事項の一部
■ 当社の株式に関する事項
■ 当社の新株予約権等に関する事項
■ 会計監査人に関する事項
■ �財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する 

基本方針
■ 業務の適正を確保する体制
■ 特定完全子会社に関する事項
■ 親会社等との間の取引に関する事項
■ 会計参与に関する事項

連結計算書類
計算書類
監査報告書

2025年４月１日から
2026年３月31日まで
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当　年　度　末

使 用 人 数 銀行業務 その他の業務
5,353人 960人

（注）１．使用人数は、就業者数を記載しております。
２．使用人数は、海外の現地採用者を含み、嘱託および臨時従業員を含んでおりません。

イ．銀行業
【株式会社横浜銀行】
①　営業所等

当　年　度　末 主要な営業所
店 うち出張所

神 奈 川 県 177 ４ 本店営業部ほか
東 京 都 24 － 東京支店ほか
群 馬 県 ３ － 桐生支店ほか
大 阪 府 １ － 大阪支店
愛 知 県 １ － 名古屋支店
国 内 計 206 ４
ア ジ ア ２ － 上海支店ほか
海 外 計 ２ －
合 計 208 ４

（注）１．�上記のほか、当年度末において海外駐在員事務所を３か所、内部事務等をおこなう施設を１か所設置しております。
２．該当がない場合、「－」で表示しております。

②　株式会社横浜銀行が営む銀行代理業者等の状況
開始年月日 所属金融機関の商号又は名称

2021年２月15日 株式会社東日本銀行

●企業集団の使用人の状況

●企業集団の主要な営業所等の状況

当社の現況に関する事項

事業報告
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【株式会社東日本銀行】
①　営業所等

当　年　度　末 主要な営業所
店 うち出張所

東 京 都 55 ２ 本店営業部ほか
茨 城 県 12 － 水戸支店ほか
神 奈 川 県 10 － 横浜支店ほか
埼 玉 県 ４ － 草加支店ほか
千 葉 県 ４ － 柏支店ほか
栃 木 県 １ － 宇都宮支店
合 計 86 ２

（注）１．上記のうち、インターネット支店を東京都に含んでおります。
２．該当がない場合、「－」で表示しております。

②　株式会社東日本銀行を所属銀行とする銀行代理業者の一覧
氏名又は名称 主たる営業所又は事務所の所在地 銀行代理業以外の主要業務

株 式 会 社 横 浜 銀 行 横浜銀行　鎌倉支店
神奈川県鎌倉市小町一丁目６番21号 普通銀行

【株式会社神奈川銀行】
営業所等

当　年　度　末 主要な営業所
店 うち出張所

神 奈 川 県 34 － 本店営業部ほか
合 計 34 －

（注）該当がない場合、「－」で表示しております。

事業報告
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ロ．その他の事業

株式会社Ｌ＆Ｆアセットファイナンス ：本社（東京都港区）、本店　ほか
浜銀ＴＴ証券株式会社 ：本社（横浜市）、本店営業部　ほか
浜銀ファイナンス株式会社 ：本社（横浜市）、群馬リース営業部
横浜キャピタル株式会社 ：本社（横浜市）
株式会社浜銀総合研究所 ：本社（横浜市）
横浜信用保証株式会社 ：本社（横浜市）

　該当ございません。
●その他企業集団の現況に関する重要な事項

　該当ございません。
●主要な借入先

事業報告
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会社役員（取締役）に関する事項

氏　　名 責任限定契約の内容の概要
秋 吉 　 満

会社法第423条第１項の責任について、その職務をおこなうにあたり善意でかつ
重大な過失がないときは、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度
として損害賠償責任を負うものとしております。

依 田 真 美
石 井 　 茂
前 原 和 弘
野 　 口 　 真 有 美
鈴 木 良 和

●責任限定契約

　該当ございません。
●補償契約

当社は、保険会社との間において、当社ならびに当社子会社である株式会社横浜銀行および株式会
社東日本銀行の取締役、監査等委員である取締役、監査役、執行役員および重要な使用人等を被保険
者とする会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険（D&O保険）契約を締結しており
ます。保険料については全額会社が負担しております。
当該保険契約では、被保険者がおこなった行為（不作為を含みます。）に起因して、損害賠償請求が
なされたことにより、被保険者が被る法律上の損害賠償金および争訟費用等が補償されます。ただし、
被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするため、被保険者の犯罪行為や法令に違反す
ることを被保険者が認識しながらおこなった行為に対する損害等は補償対象外としております。

●役員等賠償責任保険契約に関する事項

事業報告
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株主の氏名又は名称
当社への出資状況

持株数 持株比率
千株 ％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 178,123 15.98

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行（ 信 託 口 ） 71,663 6.43 

みずほ信託銀行株式会社 退職給付信託 明治安田生命保険口 
再 信 託 受 託 者 株 式 会 社 日 本 カ スト デ ィ 銀 行 36,494 3.27

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505001 30,583 2.74

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 30,061 2.69

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 24,578 2.20

J P  M O R G A N  C H A S E  B A N K  3 8 5 7 8 1 15,566 1.39

住 友 生 命 保 険 相 互 会 社 14,770 1.32

BBH（LUX） FOR FIDELITY FUNDS ー JAPAN ADVANTAGE POOL 14,409 1.29 

野 村 信 託 銀 行 株 式 会 社（ 投 信 口 ） 13,453 1.20 
（注）1．持株数は千株未満を切り捨てて表示しております。

2�．持株比率は、自己株式数（30,142千株）を控除のうえ算出し、小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。

（1） 株式数 発行可能株式総数 普通株式　3,000,000千株
発行済株式の総数 普通株式　1,144,616千株

（注）株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。

（2） 当年度末株主数 58,027名

当社の株式に関する事項

（3） 大株主

事業報告

5

010_0365610092606.indd   5010_0365610092606.indd   5 2026/05/14   15:32:592026/05/14   15:32:59



（4） 役員保有株式

（1） 事業年度の末日において当社の会社役員が有している当社の新株予約権等
　該当ございません。

（2）事業年度中に使用人等に交付した当社の新株予約権等
　該当ございません。

当社の新株予約権等に関する事項

株式の交付を受けた者の人数 株式の数（株式の種類及び種類ごとの数）

取締役（監査等委員であるもの及び
社外役員を除く。） 6人 当社普通株式180,895株

社外取締役（監査等委員であるもの
を除き、社外役員に限る。） － －

監査等委員である取締役 － －
（注）1．交付された株式数のうち、90,195株は換価処分し、換価処分金相当額を給付しております。

2．�取締役（監査等委員であるもの及び社外役員を除く。）の株式交付を受けた者の人数および株式の数には、退任した取
締役3名が含まれております。

事業報告
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氏名又は名称 当該事業年度
に係る報酬等 そ　　の　　他

有限責任監査法人 トーマツ

28

（会計監査人の報酬等の額に監査等委員会
が同意した理由）
　監査等委員会は、会計監査人の監査計画
の内容、職務遂行状況や報酬見積りの算出
根拠などを確認した結果、会計監査人の報
酬等の額は妥当であると判断し、会社法第
399条第1項の同意をおこないました。
（会計監査人が対価を得ておこなう非監査
業務の内容）
　金融資産の減損に関する会計基準対応に
関する影響度調査等​​

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 濱　原　啓　之

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 五十嵐　康　彦

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 藪　原　康　雅

（注）1．記載金額は、単位未満を切り捨てて表示しております。
2�．�当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法にもとづく監査と金融商品取引法にもとづく監査の監査報酬の
額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記の金額にはこれらの合計額を記載しており、その他欄に記
載した会計監査人がおこなう非監査業務の対価は含まれておりません。

3�．�当社、子会社および子法人等が会計監査人である監査法人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額は369百
万円であります。

（単位：百万円）

（1） 会計監査人の状況

会計監査人に関する事項

（2） 責任限定契約
　該当ございません。

（3） 補償契約
　該当ございません。

事業報告
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　該当ございません。

財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

（4） 会計監査人に関するその他の事項
イ�．会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　�　監査等委員会は、会計監査人が次のいずれかに該当するときは、会社法の規定にもとづき、監査
等委員全員の同意による解任（1．の場合に限ります。）または解任もしくは不再任に関する株主総
会の議案の内容の決定を検討し、解任または不再任が妥当と判断した場合には、解任またはこれら
の議案の内容の決定をおこないます。
　1．会社法第340条第1項各号に定める事項に該当すると判断される場合
　2．会社法、公認会計士法等の法令に違反する行為があったと認められる場合
　3�．会計監査人としての独立性、監査の品質、その他総合的な監査能力等の観点から、監査を適切
に遂行することが困難と判断される場合

ロ�．当社の会計監査人以外の公認会計士又は監査法人が、当社の重要な子会社及び子法人等の計算関
係書類の監査をおこなっている事実

　該当ございません。

事業報告
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　当社は、当社グループが法令・定款に適合し、かつ、適正に業務を遂行するために、以下のとおり
内部統制システムを構築・運用するとともに、継続的な評価および必要な改善措置を講じることによ
り、実効性向上に努めています。

（内部統制システム構築の基本方針の概要）
　内部統制システム構築の基本方針の制定、改定は取締役会で決議しております。

（1） 取締役・使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
イ�．取締役会は、当社グループのコンプライアンス基本方針等を定めた「コンプライアンス基本規程」
を制定し、当社グループの全役職員に顧客保護、個人情報保護、反社会的勢力との関係遮断、マ
ネー・ローンダリング防止等を含めた法令等遵守を徹底します。
ロ�．取締役会は、「コンプライアンス会議（経営会議）」を設置し、当社グループのコンプライアンス
実現のための具体的な実践計画として、基本方針に則した年度ごとの「コンプライアンスプログラ
ム」を制定するとともに、当社グループ全体のコンプライアンスプログラムの進捗状況や、コンプ
ライアンスの状況についてモニタリングを踏まえた管理・指導をおこなうことで実効性を高めます。
ハ�．取締役会は、当社グループのコンプライアンスを統括する部署を設置し、コンプライアンス統括
部署は、コンプライアンスに関する業務をグループ一元的に管理・指導します。
ニ�．取締役会は、コンプライアンス上問題のある事項について、当社グループの全役職員が当社のコ
ンプライアンス統括部署へ直接報告できる体制を整備し、報告を受けた場合、コンプライアンス統
括部署は、速やかに改善指導をおこなうとともに是正・改善措置を講じます。なお、当社グループ
の取締役、執行役員が関与する法令違反等および当社グループの会計、会計にかかる内部統制、会
計監査に関する不適切な事項について、社内外から、直接、監査等委員会に通報できる窓口を、当
社の監査等委員会室に設けます。
ホ�．取締役会は、当社グループから独立した立場にある社外取締役を取締役総数の３分の１以上選任
することにより、社外の視点による監督機能の維持・向上をはかります。
へ�．取締役会は、執行部門から独立した組織として監査部を設置し、監査部長の任免に関する決定権
限を有し、あわせて監査部長の人財評価および報酬について報告を受けることとします。また、監
査部は、コンプライアンス態勢等の有効性および適切性について内部監査をおこないます。

（2） 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
　取締役の職務の執行に係る情報については、規程にもとづき各会議の議事録およびその他の文書等
を保存・管理します。また、取締役はこれらの文書等を常時閲覧できるものとします。

業務の適正を確保する体制

事業報告
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（3） 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
イ�．取締役会は、「リスク管理の基本規程」を中心としたリスク管理関連規程を体系的に整備するとと
もに、当社グループ全体のリスク統括部署やリスクの種類ごとにリスク管理部署を定めることによ
り、当社グループ内のリスクの伝播や集中等を含めたリスク管理を適切におこなう態勢を構築します。
ロ�．取締役会は、収益・リスク・資本のバランスを考慮しつつ、経営として進んで受け入れるリスク
の種類と量を明確化し、モニタリングする手法としてリスクアペタイト・フレームワークを定め、
リスク管理全般に関するガバナンスの充実およびリスクカルチャーの醸成をはかります。
ハ�．取締役会および経営会議等は、当社グループのリスク管理を健全かつ効果的に実施するとともに、
当社グループの戦略目標や外部環境の変化等を踏まえてリスク管理の方針・手続きを定期的かつ継
続的に見直します。また、経営会議として設置する「ALM・リスク管理会議」は、当社グループが
抱える各種リスクをグループ共通の枠組みで把握するとともに、把握したリスクを子会社の業務執
行や管理態勢の整備等に活用することで、リスク管理の実効性を高めます。
ニ．監査部は、リスク管理態勢等の有効性および適切性について内部監査をおこないます。

（4） 取締役の職務の執行が効率的におこなわれることを確保するための体制
　取締役会は、以下の体制を構築することにより、取締役の職務の執行の効率化をはかります。
　①	 代表取締役・取締役等によって構成される経営会議の設置
　②	 職務の権限に関する規程の制定による委任の範囲の明確化
　③	 取締役会による経営方針および経営計画の策定
　④	 取締役会および経営会議における業績および主要事項の進捗などの適切なグループ経営管理

（5） 財務報告の適正性を確保するための体制
　取締役会は、当社グループの財務報告の適正性を確保するため、「財務報告に係る内部統制基本規
程」を制定します。

（6） 企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ�．取締役会は、当社グループの経営管理に関する基本規程および協議・報告に関する規程を定め、
当社と子会社の役割および権限を明確化することにより、当社グループの業務の適切性と効率性を
確保します。
ロ�．取締役会は、当社グループにおける経営資源配分の最適化をはかり、子会社のリスク管理、コン
プライアンス等の態勢を整備します。
ハ�．監査部は、当社グループの内部監査を統括し、当社グループの内部監査結果を当社の取締役会お
よび監査等委員会に報告します。

事業報告
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（7） �監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用
人に関する体制、その使用人の取締役からの独立性に関する事項およびその使用人に対
する指示の実効性の確保に関する事項

イ�．監査等委員会室を設置し、専属の職員を配置し、監査等委員会の監査業務を補助させます。
ロ�．監査等委員会室に属する職員の人事異動、人財評価等について、監査等委員会へ事前に報告し、
監査等委員会は意見を付すことができるものとします。
ハ�．監査等委員会室に属する職員は、監査等委員会の指示に従ってその職務を遂行します。

（8） �取締役（監査等委員である取締役を除く。）および使用人ならびに子会社の取締役、監
査役および使用人が監査等委員会に報告するための体制その他の監査等委員会への報告
に関する体制

イ�．取締役（監査等委員である取締役を除く。）および使用人が、当社グループにおいて、会社に著し
い損害を及ぼすおそれのある事実、不正の行為がなされている事実または法令もしくは定款に違反
する重大な事実があることを発見したとき、ならびに子会社の取締役、監査役および使用人が、当
該会社においてそれらの事実があることを発見したときは、それらの者は、当該事実を直接あるい
は間接的に当社の監査等委員会に報告します。
ロ�．取締役（監査等委員である取締役を除く。）および使用人ならびに子会社の取締役、監査役および
使用人は、その業務の執行状況等について、当社の監査等委員会に対して適切に報告します。
ハ�．当社グループは、当社の監査等委員会への報告者に対して、いかなる不利益な取扱いもおこない
ません。

（9） その他監査等委員会の監査が実効的におこなわれることを確保するための体制
イ�．監査等委員は、経営会議等の会議および委員会に出席することができるものとします。
ロ�．監査等委員会は、代表取締役と定期的に会合を持ち、代表取締役の経営方針を確認するとともに、
当社グループが対処すべき課題、取り巻くリスク、監査等委員会監査の環境整備の状況、監査上の
重要課題等について意見交換をおこなうほか、会計監査人とも同様に積極的な意見交換をおこない
ます。
ハ�．監査等委員会は、会計監査人、監査部および子会社の監査役等と緊密に連携するとともに、当社
グループの役職員と定期的に会合を持つことにより、実効的な監査をおこないます。
ニ�．監査等委員会は、その職務を遂行するために必要と判断した場合には、監査部に対し、必要な調
査の実施、報告等を指示することができるものとします。
ホ�．監査等委員会は、内部監査基本計画および監査部長の任免について、事前に同意決議をおこない
ます。
へ�．監査等委員会は、監査部長の人財評価等について、事前に報告を受け、意見を付すことができる
ものとします。

事業報告
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ト�．当社は、会社法第399条の２第４項の定めに従い、監査等委員会の請求にもとづき、必要な監査
費用を支払います。

（内部統制システムの運用状況の概要）
　当社は、当社グループの内部統制の態勢整備およびその運用状況を原則として年に1回、定期的に検
証し、必要に応じて見直しをおこなっています。当事業年度は、2026年3月の取締役会において、検
証をおこないました。
　当事業年度における当社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は、以下のとおりで
す。

（1） コンプライアンスに関する体制
イ�．コンプライアンス会議（経営会議）において2025年度コンプライアンスプログラムを制定し、
役職員はその実践に努めました。
ロ�．問題事例の再発防止や法令等違反の未然防止等に向けて、コンプライアンス会議（経営会議）を、
原則として3か月に1回開催しております。当事業年度は、5回開催し、協議等をおこないました。
ハ�．当社グループの役職員等からコンプライアンス統括部署等への内部通報制度であるコンプライア
ンスホットラインを適切に運用し、問題事例等の通報に対して、コンプライアンス統括部署が是
正・改善のために速やかに対応しました。

（2） リスク管理体制
イ�．取締役会において制定した「リスク管理の基本規程」および各種リスク管理に関する基本規程を
はじめとするリスク管理関連規程にもとづき、有効なリスク管理に努めました。
ロ�．取締役会および経営会議は、各種リスクの水準や管理状況について定期的に報告を受け、各種リ
スクを適切に管理するうえで必要な決議を適時におこないました。
ハ�．収益・リスク・資本のバランスを考慮しつつ、経営として進んで受け入れるリスクの種類と量を
明確化し、モニタリングする手法としてリスクアペタイト・フレームワークを活用し、リスク管理
全般に関するガバナンスの充実およびリスクカルチャーの醸成をはかりました。

（3） 取締役の職務執行の効率性確保および情報の保存・管理に関する体制
イ�．取締役会は、取締役会の運営、経営会議の設置・運営および決裁権限に関する規程を定めていま
す。また、当社の職制および業務分掌に関する規程は、経営会議等において定めています。
ロ�．取締役会は、2025年度から2027年度までの3年間を対象期間とする中期経営計画のもとで、グ
ループ経営方針やグループ総合予算を決定しました。また、取締役会および経営会議は、担当部署
からの定期的な報告等にもとづき、グループ経営方針やグループ総合予算に照らした業績その他主

事業報告
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要事項の進捗管理、経営管理をおこないました。
ハ�．取締役会、経営会議等の議事録および取締役の職務の執行に係るその他の文書等は、関連規程に
従い、適切に保存・管理しています。

（4） 財務報告の適正性確保に関する体制
　取締役会において制定した「財務報告に係る内部統制基本規程」にもとづき、独立的評価部署であ
るリスク管理部が財務報告に関する内部統制の有効性を定期的に評価し、取締役会に報告しています。

（5） 企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ�．取締役会において制定した「グループ経営管理規程」にもとづき、取締役会は、子会社にて発生
したグループ全体に大きな影響を及ぼす事項や内部統制上必要な事項等について、協議・決議等を
おこないました。
ロ�．ALM・リスク管理会議を原則として毎月開催し、当社グループ内会社の業務実績やリスク管理の
状況等について報告を受けるとともに、リスク管理をはじめとする内部管理態勢に関する方針協議
等をおこないました。また、グループ営業戦略会議（経営会議）を原則として毎月開催し、当社グ
ループ内会社の業務実績や各種経営目標の進捗状況について報告を受けるとともに、営業戦略に関
する方針協議等をおこないました。
ハ�．当社の監査部は、当社グループの業務運営の適正を確保する観点から、監査等委員会室を除く当
社のすべての部署・業務に加え、当社グループ内会社を対象に監査を実施したほか、当社グループ
の内部監査を統括し、当社グループの内部監査結果を当社の取締役会および監査等委員会に定期的
に報告しています。

（6） 監査等委員会監査の実効性確保に関する体制
イ�．執行部門から独立した組織として監査等委員会室を設置し、監査等委員の指示に従って監査等委
員会を補佐する専任担当者を配置しています。
ロ�．当社の取締役および使用人ならびにグループ内会社の取締役、監査役および使用人が直接あるい
は間接的に当社の監査等委員会に対して必要な報告をおこなうことについては、周知徹底していま
す。
ハ�．監査等委員会は、代表取締役と定期的に会合をもち経営方針の確認と当社グループの課題等に関
する意見の交換を実施しました。また、監査等委員会は、当社および子会社の役職員、当社の会計
監査人等との間で、定期的に会合を持つことや随時報告・説明を求めること等を通じて、情報の収
集や意見の交換を実施しました。
ニ�．監査等委員会は、内部監査基本計画等について事前に同意決議をおこないました。
ホ�．監査等委員会は、監査部長の人財評価等について事前に報告を受け、内容の審議をおこないました。

事業報告
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　該当ございません。

親会社等との間の取引に関する事項

　該当ございません。

会計参与に関する事項

特定完全子会社に関する事項

会　社　名 住　　　所 株式の帳簿価額 当社の総資産額

株式会社横浜銀行 横浜市西区みなとみらい
三丁目1番1号 829,491百万円 974,668百万円

事業報告
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科　　　　　目 金　　　　　額
（資産の部）

現金預け金 4,152,428
コールローン及び買入手形 117,656
買入金銭債権 24,926
特定取引資産 1,253
金銭の信託 13,547
有価証券 3,077,662
貸出金 17,667,404
外国為替 19,051
リース債権及びリース投資資産 78,690
その他資産 257,567
有形固定資産 171,352
建物 66,812
土地 89,371
建設仮勘定 1,658
その他の有形固定資産 13,509

無形固定資産 30,209
ソフトウェア 20,834
のれん 6,666
その他の無形固定資産 2,708

退職給付に係る資産 84,789
繰延税金資産 981
支払承諾見返 60,118
貸倒引当金 △ 87,144
資産の部合計 25,670,496

（単位：百万円）
科　　　　　目 金　　　　　額

（負債の部）
預金 20,877,254
譲渡性預金 274,750
コールマネー及び売渡手形 137,991
売現先勘定 82,995
債券貸借取引受入担保金 168,152
コマーシャル・ペーパー 134,855
借用金 1,976,520
外国為替 973
社債 35,000
信託勘定借 52,887
その他負債 385,771
賞与引当金 6,651
役員賞与引当金 83
株式報酬引当金 497
退職給付に係る負債 979
睡眠預金払戻損失引当金 1,487
偶発損失引当金 2,083
特別法上の引当金 29
繰延税金負債 37,075
再評価に係る繰延税金負債 15,993
支払承諾 60,118
負債の部合計 24,252,151

（純資産の部）
資本金 150,078
資本剰余金 204,725
利益剰余金 908,378
自己株式 △ 42,946
株主資本合計 1,220,235
その他有価証券評価差額金 123,229
繰延ヘッジ損益 479
土地再評価差額金 34,290
為替換算調整勘定 1,427
退職給付に係る調整累計額 24,194
その他の包括利益累計額合計 183,621
非支配株主持分 14,487
純資産の部合計 1,418,344
負債及び純資産の部合計 25,670,496

第10期末（2026年３月31日現在）連結貸借対照表

連結計算書類
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（単位：百万円）
科　　　　　目 金　　　　　額

経常収益 490,724
資金運用収益 355,137
貸出金利息 269,341
有価証券利息配当金 47,425
コールローン利息及び買入手形利息 1,443
債券貸借取引受入利息 2
預け金利息 31,732
その他の受入利息 5,192

信託報酬 388
役務取引等収益 84,315
特定取引収益 454
その他業務収益 38,835
その他経常収益 11,593
償却債権取立益 1,313
その他の経常収益 10,279

経常費用 335,706
資金調達費用 94,874
預金利息 57,731
譲渡性預金利息 2,069
コールマネー利息及び売渡手形利息 13,279
売現先利息 3,656
債券貸借取引支払利息 3,100
コマーシャル・ペーパー利息 1,277
借用金利息 4,563
社債利息 527
その他の支払利息 8,670

役務取引等費用 18,941
その他業務費用 58,178
営業経費 149,879
その他経常費用 13,832
貸倒引当金繰入額 5,022
その他の経常費用 8,809

経常利益 155,018
特別利益 0
固定資産処分益 0

特別損失 1,267
固定資産処分損 1,225
減損損失 41

税金等調整前当期純利益 153,751
法人税、住民税及び事業税 50,281
法人税等調整額 △ 4,477
法人税等合計 45,804
当期純利益 107,946
非支配株主に帰属する当期純利益 1,423
親会社株主に帰属する当期純利益 106,523

第10期　　　　　　　連結損益計算書（2025年４月 １ 日から
2026年３月31日まで）

連結計算書類
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（単位：百万円）
株　主　資　本

資本金 資本
剰余金

利益
剰余金 自己株式 株主資本

合計

当期首残高 150,078 204,725 839,132 △ 1,652 1,192,284
当期変動額
剰余金の配当 △ 37,644 △ 37,644
親会社株主に帰属する
当期純利益 106,523 106,523

自己株式の取得 △ 41,754 △ 41,754
自己株式の処分 0 459 459
土地再評価差額金の取崩 367 367
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － 0 69,245 △ 41,294 27,950
当期末残高 150,078 204,725 908,378 △ 42,946 1,220,235

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非支配

株主持分 純資産合計その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 44,498 469 34,657 1,696 14,098 95,420 4,888 1,292,594
当期変動額
剰余金の配当 △ 37,644
親会社株主に帰属する
当期純利益 106,523

自己株式の取得 △ 41,754
自己株式の処分 459
土地再評価差額金の取崩 367
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） 78,730 10 △ 367 △ 269 10,096 88,200 9,599 97,800

当期変動額合計 78,730 10 △ 367 △ 269 10,096 88,200 9,599 125,750
当期末残高 123,229 479 34,290 1,427 24,194 183,621 14,487 1,418,344

第10期　　　　　　　連結株主資本等変動計算書（2025年４月 １ 日から
2026年３月31日まで）

連結計算書類
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連結注記表
記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
子会社、子法人等及び関連法人等の定義は、銀行法第２条第８項及び銀行法施行令第４条の２に基づい
ております。

連結計算書類の作成方針
１．連結の範囲に関する事項
（1）連結される子会社及び子法人等	 12社

　主要な会社名
　　株式会社横浜銀行
　　株式会社東日本銀行
　　株式会社神奈川銀行
　　株式会社Ｌ＆Ｆアセットファイナンス
（連結の範囲の変更）
　株式会社Ｌ＆Ｆアセットファイナンスは、株式取得により、当連結会計年度から連結の範囲に
含めております。

（2）非連結の子会社及び子法人等	 18社
　主要な会社名
　　Yokohama Next 投資事業有限責任組合
非連結の子会社及び子法人等は、その資産、経常収益、当期純損益（持分に見合う額）、利益

剰余金（持分に見合う額）及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、連結の
範囲から除いても企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に重要
性が乏しいため、連結の範囲から除外しております。

	 （3）�他の会社等の議決権の過半数を自己の計算において所有しているにもかかわらず子会社及び子
法人等としなかった当該他の会社等	 10社
投資事業等を営む子会社及び子法人等が、投資育成等を図りキャピタルゲイン獲得等を目的と
する営業取引として株式を所有しており、傘下に入れる目的ではないことから、子会社及び子法
人等として取り扱っておりません。

２．持分法の適用に関する事項
（1）持分法適用の非連結の子会社及び子法人等

該当ありません。

連結計算書類
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（2）持分法適用の関連法人等	 ３社
　PT Bank Resona Perdania
　PT Resona Indonesia Finance
　株式会社MILIZE

（持分法適用の範囲の変更）
株式会社MILIZEは、株式取得により当連結会計年度から持分法適用の範囲に含めております。
スカイオーシャン・アセットマネジメント株式会社およびストームハーバー証券株式会社は、
重要性が低下したため、持分法適用の範囲から除外しております。

（3）持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等	 18社
　主要な会社名
　　Yokohama Next 投資事業有限責任組合
持分法非適用の非連結の子会社及び子法人等は、当期純損益（持分に見合う額）、利益剰余金

（持分に見合う額）及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象
から除いても連結計算書類に重要な影響を与えないため、持分法の対象から除いております。

（4）持分法非適用の関連法人等	 ６社
　主要な会社名
　　千葉・横浜パートナーシップ１号投資事業有限責任組合
　持分法非適用の関連法人等は、当期純損益（持分に見合う額）、利益剰余金（持分に見合う額）
及びその他の包括利益累計額（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結計
算書類に重要な影響を与えないため、持分法の対象から除いております。

３．のれんの償却に関する事項
10年間にわたって均等償却しております。

会計方針に関する事項
１．特定取引資産・負債の評価基準及び収益・費用の計上基準

金利、通貨の価格、金融商品市場における相場その他の指標に係る短期的な変動、市場間の格差
等を利用して利益を得る等の目的（以下「特定取引目的」という。）の取引については、取引の約定
時点を基準とし、連結貸借対照表上「特定取引資産」及び「特定取引負債」に計上するとともに、
当該取引からの損益を連結損益計算書上「特定取引収益」及び「特定取引費用」に計上しております。
特定取引資産及び特定取引負債の評価は、有価証券及び金銭債権等については連結決算日の時価

により、スワップ・先物・オプション取引等の派生商品については連結決算日において決済したも
のとみなした額により行っております。
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また、特定取引収益及び特定取引費用の損益計上は、当連結会計年度中の受払利息等に、有価証
券及び金銭債権等については前連結会計年度末と当連結会計年度末における評価損益の増減額を、
派生商品については前連結会計年度末と当連結会計年度末におけるみなし決済からの損益相当額の
増減額を加えております。

２．有価証券の評価基準及び評価方法
（1）�有価証券の評価は、満期保有目的の債券については移動平均法による償却原価法（定額法）、そ

の他有価証券については時価法（売却原価は移動平均法により算定）、ただし市場価格のない株
式等については移動平均法による原価法により行っております。	 �
　なお、その他有価証券の評価差額については、時価ヘッジの適用により損益に反映させた額
を除き、全部純資産直入法により処理しております。

（2）�金銭の信託において信託財産を構成している有価証券の評価は、上記１.及び２.（1）と同じ方
法により行っております。

３．デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
デリバティブ取引（特定取引目的の取引を除く）の評価は、時価法により行っております。

４．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産（リース資産を除く）

　有形固定資産は、主として定額法により償却しております。
　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　建　物　　　２年～60年
　　その他　　　２年～20年

（2）無形固定資産（リース資産を除く）
無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、
当社並びに連結される子会社及び子法人等で定める利用可能期間（主として５年）に基づいて償
却しております。

（3）リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」及び「無形固定資産」中のリー
ス資産は、リース期間を耐用年数とした定額法により償却することとしております。なお、残存
価額については、リース契約上に残価保証の取決めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外
のものは零とすることとしております。
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５．繰延資産の処理方法
社債発行費は、支出時に全額費用として処理しております。

６．貸倒引当金の計上基準
主要な連結される子会社の貸倒引当金は、予め定めている償却・引当基準に則り、以下に定める

債務者区分に応じて、次のとおり計上しております。
破綻先 ：破産、特別清算等、法的又は形式的に経営破綻の事実が発生している債務者
実質破綻先 ：破綻先と実質的に同等の状況にある債務者
破綻懸念先 ：現在は経営破綻の状況にないが、今後経営破綻に陥る可能性が大きいと認めら

れる債務者
要管理先 ：要注意先のうち債権の全部又は一部が要管理債権（三月以上延滞債権及び貸出

条件緩和債権）である債務者
要注意先 ：貸出条件や返済履行状況に問題のある債務者、業況が低調又は不安定な債務者

など、今後の管理に注意を要する債務者
正常先 ：業況が良好であり、かつ財務内容にも特段の問題がないと認められる債務者

（1）�破綻先に係る債権及び実質破綻先に係る債権については、以下のなお書きに記載されている直
接減額後の帳簿価額から、担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控除し、そ
の残額を計上しております。

（2）�破綻懸念先及び要管理先で与信額が一定額以上の大口債務者等のうち、債権の元本の回収及び
利息の受取りに係るキャッシュ・フローを合理的に見積ることができる債権については、当該
キャッシュ・フローを当初の約定利子率で割引いた金額と債権の帳簿価額との差額を貸倒引当
金とする方法(キャッシュ・フロー見積法)により計上しております。また、上記以外の債務者
であっても、従来よりキャッシュ・フロー見積法により計上しており、経営改善計画等の期間
内にあって一定の要件に該当する債務者に係る債権については、引き続きキャッシュ・フロー
見積法により計上することとしております。

（3）�（2）以外の破綻懸念先に係る債権については、今後３年間の予想損失額を見込んで計上してお
ります。予想損失額は、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収可能見込額を控
除した残額に対して、過去の一定期間における貸倒実績率の平均値に基づき損失率を求め、こ
れに将来見込み等必要な修正を加えて算定しております。

（4）�上記以外の債権のうち、要管理先については今後３年間、要注意先については信用リスクの程
度に応じて今後３年間または今後１年間、正常先については今後１年間の予想損失額を見込ん
で計上しております。予想損失額は、要管理先については債権額から担保の処分可能見込額及
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び保証による回収可能見込額を控除した残額に対して、正常先及び要注意先については債権額
に対して、主として過去の一定期間における貸倒実績率の平均値に基づき損失率を求め、これ
に将来見込み等必要な修正を加えて算定しております。	 �
　すべての債権は、資産の自己査定基準に基づき、営業関連部署が資産査定を実施し、当該部
署から独立した資産監査部署が査定結果を監査しております。	 �
　なお、破綻先及び実質破綻先に対する担保・保証付債権等については、債権額から担保の評
価額及び保証による回収が可能と認められる額を控除した残額を取立不能見込額として債権額
から直接減額しており、その金額は15,399百万円であります。	 �
　その他の連結される子会社及び子法人等の貸倒引当金は、一般債権については過去の貸倒実
績率等を勘案して必要と認めた額を、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能
性を勘案し、回収不能見込額をそれぞれ計上しております。

７．賞与引当金の計上基準
賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のう

ち、当連結会計年度に帰属する額を計上しております。

８．役員賞与引当金の計上基準
役員賞与引当金は、役員への賞与（短期業績連動報酬）の支払いに備えるため、役員に対する賞

与の支給見込額のうち、当連結会計年度に帰属する額を計上しております。

９．株式報酬引当金の計上基準
株式報酬引当金は、当社及び一部の連結される子会社の取締役等への株式報酬制度における報酬

支払いに備えるため、取締役等に対する報酬の支給見込額のうち、当連結会計年度末までに発生し
ていると認められる額を計上しております。

10．睡眠預金払戻損失引当金の計上基準
睡眠預金払戻損失引当金は、負債計上を中止した預金について、預金者からの払戻請求に備える

ため、将来の払戻請求に応じて発生する損失を見積り必要と認める額を計上しております。

11．偶発損失引当金の計上基準
偶発損失引当金は、他の引当金で引当対象とした事象以外の偶発事象に対し、将来発生する可能

性のある損失を見積り必要と認める額を計上しております。
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12．特別法上の引当金の計上基準
特別法上の引当金は、金融商品取引責任準備金であり、証券事故による損失に備えるため、連結

される子会社が金融商品取引法第46条の５第１項及び金融商品取引業等に関する内閣府令第175条
の規定に定めるところにより算出した額を計上しております。

13．退職給付に係る会計処理の方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法

については給付算定式基準によっております。また、過去勤務費用及び数理計算上の差異の損益処
理方法は次のとおりであります。
過去勤務費用　　：�その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数(10年)による定額法

により損益処理
数理計算上の差異：�各連結会計年度の発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年

から15年）による定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌連結会計年
度から損益処理

なお、一部の連結される子会社及び子法人等は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算
に、退職給付に係る当期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用して
おります。

14．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建資産・負債及び海外支店勘定は、主として連結決算日の為替相場による円換算額を付して

おります。

15．リース取引の収益・費用の計上基準
ファイナンス・リース取引に係る収益・費用の計上基準については、リース契約期間の経過に応

じて売上高と売上原価を計上する方法によっております。

16．重要なヘッジ会計の方法
（1）金利リスク・ヘッジ

銀行業を営む連結される子会社における金融資産・負債から生じる金利リスクに対するヘッジ
会計の方法は、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日
本公認会計士協会業種別委員会実務指針第24号。以下「業種別委員会実務指針第24号」という。）
に規定する繰延ヘッジによることとしております。ヘッジ有効性評価の方法については、相場変
動を相殺するヘッジについて、ヘッジ対象となる預金・貸出金等とヘッジ手段である金利スワッ
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プ取引等を一定の残存期間毎にグルーピングのうえ特定し評価することとしております。また、
キャッシュ・フローを固定するヘッジについては、ヘッジ対象とヘッジ手段の金利変動要素の相
関関係の検証により有効性の評価をすることとしております。

（2）為替変動リスク・ヘッジ
銀行業を営む連結される子会社における外貨建金融資産・負債から生じる為替変動リスクに対
するヘッジ会計の方法は、「銀行業における外貨建取引等の会計処理に関する会計上及び監査上
の取扱い」（日本公認会計士協会業種別委員会実務指針第25号）に規定する繰延ヘッジによって
おります。ヘッジ有効性評価の方法については、外貨建金銭債権債務等の為替変動リスクを減殺
する目的で行う通貨スワップ取引及び為替スワップ取引等をヘッジ手段とし、ヘッジ対象である
外貨建金銭債権債務等に見合うヘッジ手段の外貨ポジション相当額が存在することを確認するこ
とによりヘッジの有効性を評価しております。
また、外貨建有価証券（債券以外）の為替変動リスクをヘッジするため、事前にヘッジ対象と
なる外貨建有価証券の銘柄を特定し、当該外貨建有価証券について外貨ベースで取得原価以上の
直先負債が存在していること等を条件に包括ヘッジとして時価ヘッジを適用しております。

なお、上記（1）、（2）以外のヘッジ会計の方法として、一部の資産・負債については、繰延ヘ
ッジあるいは金利スワップの特例処理を行っております。

17．グループ通算制度の適用
当社並びに一部の連結される子会社及び子法人等は、グループ通算制度を適用しております。
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重要な会計上の見積り
会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結
会計年度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりであります。
貸倒引当金　87,144百万円
貸倒引当金の金額の算出方法等は、「会計方針に関する事項」の「６．貸倒引当金の計上基準」に記載
のとおりであり、計上にあたって、以下のような主要な仮定を用いております。
・�債務者の実態評価、経営改善計画等に基づく債務者区分の判定における貸出先の将来見込み
・�過去の処分実績等に基づく不動産等担保の今後の処分可能見込額の見通し
・�キャッシュ・フロー見積法における足元の実績等に基づく債権の今後の元本回収及び利息受取りの
見通し
・�予想損失額の算定に際して、過去平均値に基づく損失率に加える必要な修正において考慮する、過
去実績の趨勢等に基づく将来見込み等
これらの仮定は、将来の不確実な経済状況の変化等によって影響を受ける可能性があり、仮定と実績
との間に重要な差異が生じた場合には、翌連結会計年度の貸倒引当金及び貸倒引当金繰入額等の金額に
重要な影響を与える可能性があります。

追加情報
（信託を活用した株式報酬制度）
１．役員に対する株式報酬制度に係る信託
（1）取引の概要

当社は、株主の皆さまと利害を共有するとともに、当社グループ全体の持続的な成長を促進し、
中長期的な企業価値向上への意欲を高めることを目的として、信託を活用した株式報酬制度（以
下「本制度」という。）を導入しております。
本制度は、当社及び一部の連結される子会社の取締役（社外取締役及び非業務執行取締役を除
く）及び執行役員のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社の株主総会決議で承認を
受けた範囲内の金銭に、一部の連結される子会社から各社の株主総会決議での承認を経て拠出さ
れた金銭を合わせて信託を設定し、当該信託は信託された金銭を原資として当社株式を株式市場
から取得しております。
信託期間中、予め定める株式交付等規程に従い、受益者は一定のポイントの付与を受けた上で、
かかるポイント数の一定割合に相当する当社株式の交付を受け、残りのポイント数に相当する当
社株式については、信託契約の定めに従い、信託内で換価した上で換価処分金相当額の金銭を受
領します。
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なお、信託としては、退任後に役位に応じて当社株式及び当社株式の換価処分金相当額の金銭
（以下「当社株式等」という。）の交付又は給付（以下「交付等」という。）を行う信託と、中期経
営計画終了後に経営計画の業績目標の達成度に応じて当社株式等の交付等を行う信託を設定して
おります。

（2）信託に残存する当社株式
信託に残存する当社株式の帳簿価額及び株式数は、当連結会計年度末において1,934百万円、
2,573千株であり、純資産の部に自己株式として計上しております。

２．従業員に対する株式交付制度に係る信託
（1）取引の概要

当社は、当社の子会社である株式会社横浜銀行の幹部職員（以下、「対象従業員」という。）を
対象に、対象従業員の中長期的な企業価値向上への貢献意識をより一層高めるとともに、従業員
全体の成長・挑戦意欲を向上させることを目的として、株式付与ESOP（Employee Stock 
Ownership Plan）信託を活用した株式交付制度（以下「本制度」という。）を導入しております。
本制度は、予め定める株式交付規程に基づき、当社株式および当社株式の換価処分金相当額の
金銭を一定の要件を充足する対象従業員に交付または給付を行うインセンティブプランです。

（2）信託に残存する当社株式
信託に残存する当社株式の帳簿価額及び株式数は、当連結会計年度末において392百万円、
422千株であり、純資産の部に自己株式として計上しております。
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注記事項
（連結貸借対照表関係）
１�．無担保の消費貸借契約により貸し付けている有価証券が、「有価証券」中の株式に20,506百万円
含まれております。

２�．銀行法及び金融機能の再生のための緊急措置に関する法律に基づく債権は次のとおりであります。
なお、債権は、連結貸借対照表の「有価証券」中の社債（その元本の償還及び利息の支払の全部又
は一部について保証しているものであって、当該社債の発行が有価証券の私募（金融商品取引法第
２条第３項）によるものに限る。）、貸出金、外国為替、「その他資産」中の未収利息及び仮払金並び
に支払承諾見返の各勘定に計上されるもの並びに注記されている有価証券の貸付けを行っている場
合のその有価証券（使用貸借又は賃貸借契約によるものに限る。）であります。

破産更生債権及びこれらに準ずる債権額	 63,307百万円
危険債権額	 160,063百万円
三月以上延滞債権額	 4,643百万円
貸出条件緩和債権額	 10,713百万円
合計額	 238,729百万円

　�　破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立
て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権であります。
　�　危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、
契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権で破産更生債権及び
これらに準ずる債権に該当しないものであります。
　�　三月以上延滞債権とは、元本又は利息の支払が約定支払日の翌日から三月以上遅延している貸出
金で破産更生債権及びこれらに準ずる債権並びに危険債権に該当しないものであります。
　�　貸出条件緩和債権とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息
の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で破産
更生債権及びこれらに準ずる債権、危険債権並びに三月以上延滞債権に該当しないものでありま
す。
　�　なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

３�．手形割引は、業種別委員会実務指針第24号に基づき金融取引として処理しております。これによ
り受け入れた商業手形及び買入外国為替等は、売却又は（再）担保という方法で自由に処分できる
権利を有しておりますが、その額面金額は、11,703百万円であります。
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４．担保に供している資産は次のとおりであります。
担保に供している資産
　現金預け金	 42,624百万円
　有価証券	 1,747,974百万円
　貸出金	 1,311,629百万円
　その他資産	 2,799百万円
担保資産に対応する債務
　預金	 54,516百万円
　コールマネー及び売渡手形	 29,100百万円
　売現先勘定	 82,995百万円
　債券貸借取引受入担保金	 168,152百万円
　借用金	 1,913,382百万円

　�　上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先物取引証拠金等の代用として、有価証券 
129,418百万円及びその他資産39百万円を差し入れております。
　�　また、その他資産には、先物取引差入証拠金2,653百万円、金融商品等差入担保金25,093百万円
及び保証金 5,430百万円が含まれております。

５�．当座貸越契約及び貸付金に係るコミットメントライン契約は、顧客からの融資実行の申し出を受
けた場合に、契約上規定された条件について違反がない限り、一定の限度額まで資金を貸付けるこ
とを約する契約であります。これらの契約に係る融資未実行残高は、3,060,449百万円であります。
このうち契約残存期間が１年以内のものが1,727,398百万円あります。
　�　なお、これらの契約の多くは、融資実行されずに終了するものであるため、融資未実行残高その
ものが必ずしも当社並びに連結される子会社及び子法人等の将来のキャッシュ・フローに影響を与
えるものではありません。これらの契約の多くには、金融情勢の変化、債権の保全及びその他相当
の事由があるときは、連結される子会社及び子法人等が実行申し込みを受けた融資の拒絶又は契約
極度額の減額をすることができる旨の条項が付けられております。また、契約時において必要に応
じて不動産・有価証券等の担保を徴求するほか、契約後も定期的に予め定めている社内手続に基づ
き顧客の業況等を把握し、必要に応じて契約の見直し、与信保全上の措置等を講じております。

６�．土地の再評価に関する法律(平成10年３月31日公布法律第34号)に基づき、株式会社横浜銀行の
事業用の土地の再評価を行い、評価差額については、当該評価差額に係る税金相当額を「再評価に
係る繰延税金負債」として負債の部に計上し、これを控除した金額を「土地再評価差額金」として
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純資産の部に計上しております。
　　再評価を行った年月日
　　　1998年３月31日
　　同法律第３条第３項に定める再評価の方法
　　�　土地の再評価に関する法律施行令(平成10年３月31日公布政令第119号)第２条第１号に定める
「地価公示法第６条に規定する標準地について同条の規定により公示された価格」に基づいて、近
隣売買事例による補正等合理的な調整を行って算出。

　�　同法律第10条に定める再評価を行った事業用土地の当連結会計年度末における時価の合計額と当
該事業用土地の再評価後の帳簿価額の合計額との差額	 25,567百万円

７．有形固定資産の減価償却累計額	 186,954百万円

８．有形固定資産の圧縮記帳額	 80,431百万円

９．社債は劣後特約付社債であります。

10�．「有価証券」中の社債のうち、有価証券の私募（金融商品取引法第２条第３項）による社債に対す
る保証債務の額は66,994百万円であります。

11．元本補填契約のある信託の元本金額は、金銭信託52,887百万円であります。
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（連結損益計算書関係）
「その他の経常収益」には、株式等売却益7,601百万円を含んでおります。

（連結株主資本等変動計算書関係）
１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：千株）
当連結会計年度
期首株式数

当連結会計年度
増加株式数

当連結会計年度
減少株式数

当連結会計年度末
株式数 摘　要

発行済株式
普通株式 1,144,616 － － 1,144,616
合　計 1,144,616 － － 1,144,616

自己株式
普通株式 3,128 31,077 1,068 33,138 （注）１，２，３
合　計 3,128 31,077 1,068 33,138

（注）１．�自己株式数の増加は、自己株式取得のための市場買付29,434千株、単元未満株式の買取請求４千株、役員に対する株
式報酬制度に係る信託による取得1,212千株、従業員に対する株式交付制度に係る信託による取得426千株によるも
のであります。

２．�自己株式数の減少は、役員に対する株式報酬制度に係る信託による交付及び売却1,064千株、従業員に対する株式交
付制度に係る信託による交付及び売却３千株等によるものであります。

３．�当連結会計年度期首の自己株式数には、役員に対する株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式2,425千株が含ま
れております。また、当連結会計年度末の自己株式数には、役員に対する株式報酬制度に係る信託が保有する当社株
式2,573千株及び従業員に対する株式交付制度に係る信託が保有する当社株式422千株が含まれております。
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２．配当に関する事項
（1）当連結会計年度中の配当金支払額

（決議） 株式の種類 配当金の総額 １株当たり
配当額 基準日 効力発生日

2025年５月12日
取締役会 普通株式 18,302百万円 16.0円 2025年３月31日 2025年５月28日

2025年11月13日
取締役会 普通株式 19,342百万円 17.0円 2025年９月30日 2025年12月１日

（注）１．�2025年５月12日取締役会決議による配当金の総額には、役員に対する株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式
に対する配当金38百万円が含まれております。

２．�2025年11月13日取締役会決議による配当金の総額には、役員に対する株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式
に対する配当金43百万円及び従業員に対する株式交付制度に係る信託が保有する当社株式に対する配当金７百万円が
含まれております。

（2）�基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が当連結会計年度の末日後と
なるもの
（決議） 株式の種類 配当金の総額 配当の原資 １株当たり

配当額 基準日 効力発生日

2026年５月12日
取締役会 普通株式 23,403百万円 利益剰余金 21.0円 2026年３月31日 2026年５月28日

（注）�2026年５月12日取締役会決議による配当金の総額には、役員に対する株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式に対
する配当金54百万円及び従業員に対する株式交付制度に係る信託が保有する当社株式に対する配当金８百万円が含まれて
おります。

（金融商品関係）
１．金融商品の状況に関する事項
（1）金融商品に対する取組方針

当社グループは、銀行業務を中心に、証券業務、リース業務、情報サービス・調査業務、ベン
チャーキャピタルなどの金融サービスに係る事業を行っております。地域における中小企業、個
人向け業務を当社グループの中核事業と位置づけ、景気変動等の悪影響を最小限にとどめ、地域
から信頼される金融グループとして安定・継続して金融サービスを提供することを基本方針とし
ております。このため、当社グループの中期経営計画やグループ経営方針など戦略目標に対応し
た金融商品に内包された各種リスクを継続的に識別、評価、モニタリング、コントロールするこ
とにより経営の健全性の確保を図っております。
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（2）金融商品の内容及びそのリスク
当社グループが保有する金融資産は、主として中小企業・個人向け貸出金であり、顧客の契約
不履行によってもたらされる信用リスクに晒されております。有価証券は、主に債券、株式、投
資信託であり、売買目的、満期保有目的、その他有価証券で保有しております。これらは、それ
ぞれ発行体の信用リスク及び市場価格の変動リスクに晒されております。
金融負債は、主として個人預金であり、流動性預金、定期性預金で構成されておりますが、一
定の環境の下で予期せぬ資金の流出などにより損失を被る流動性リスクに晒されております。
貸出金等の資産と預金等の負債には、金利又は期間のミスマッチが存在しており、金利の変動
リスクに晒されておりますが、一部は金利スワップ取引を行うことにより当該リスクを回避して
おります。
外貨建の金融資産・金融負債については、為替相場の変動により損失が発生する為替リスクに
晒されております。
デリバティブ取引については、お客さまに対する各種のリスク・ヘッジ手段の提供、及び当社
グループの資産・負債構造の管理（ALM：Asset Liability Management）や相場変動リスク等
のヘッジ目的に加え、当社グループの収益増強のために、金利スワップ取引等に取り組んでおり
ます。デリバティブ取引には他の市場性取引と同様に、市場リスク、信用リスク、流動性リスク
等があります。なお、ヘッジ目的で取り組んだデリバティブ取引については、「金融商品会計に
関する実務指針」（以下「実務指針」という。）等に準拠した「ヘッジ会計」を採用しております。
当連結会計年度にヘッジ会計を適用したヘッジ対象とヘッジ手段は以下のとおりであります。
・ヘッジ対象：貸出金・債券、外貨建金銭債権債務、外貨建有価証券
・ヘッジ手段：金利スワップ、通貨スワップ、外貨建金銭債務
ヘッジ有効性の評価方法は、実務指針等に定められた方法により評価しております。
また、一部の連結される子法人等では、リース債権、割賦債権を保有しております。当該金融
商品は、金利変動リスク、信用リスク等に晒されております。

（3）金融商品に係るリスク管理体制
①　信用リスクの管理
�　当社では、信用リスクは「信用リスク管理基本規程」を定め、信用リスク管理態勢の高度化に
取り組んでおります。また、債務者及び個別与信案件の信用度を客観的に分類するための「内部
格付制度」や「自己査定制度」を整備し、子会社の信用リスク管理状況や当社グループ全体の与
信集中リスクをモニタリングするとともに、必要に応じて助言・指導を行っております。
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②　市場リスクの管理
�　当社では、デリバティブなどの金融商品の高度化や多様化するお客さまのニーズに適切に対処
し、グループ全体の収益力向上に資する市場取引の実施と、それに沿った市場リスク管理をおこ
なうことを基本方針としております。また、子会社が体力に応じた適正なリスクを取りそのリス
ク水準に見合うリターンを確保することを目的に、経営陣が子会社の抱える市場取引にかかわる
リスクの特性について十分に認識・把握のうえ適切な意思決定をおこなえるよう取り組んでおり
ます。
≪管理態勢≫
　当社では、ALMの一環として、金利リスク、為替リスク、価格変動リスクのコントロールを
行っております。具体的には、子会社のリスク管理部署からの報告を基に、各種リスクリミット
の遵守状況と市場取引の運用状況や損益状況について、直接経営陣に報告した上で、毎月開催さ
れるALM・リスク管理会議において、市場リスクの状況について報告しております。
また、銀行業を営む一部の連結される子会社は、市場業務についてトレーディング業務とバン
キング業務に区分して管理しております。トレーディング業務として、金利、通貨の価格、金融
商品市場における相場その他の指標に係る短期的な変動、市場間の格差等を利用して利益を得る
目的、又は当該目的で行う取引により生じ得る損失を減少させる目的で行う取引（特定取引）を
行っております。トレーディング業務で取り扱うことができる商品は、国債、国債先物取引、金
利スワップ取引、金利先物取引などの商品であります。バンキング業務はトレーディング業務以
外を指します。なお、銀行業を営む一部の連結される子会社では、トレーディング業務について、
特定取引の定義、時価算定の権限や方法などを規定した社内規程に従い、厳格な運用を行ってお
ります。
≪市場リスクの計測≫
　当社グループでは、市場リスクの計測において、VaR（バリューアットリスク）、BPV（ベー
シスポイントバリュー）のほか、業務の特性や運用方針に合った効果的・効率的な計測方法を組
み合わせて活用しております。
③　資金調達に係る流動性リスクの管理
　当社グループでは、流動性リスク管理を当社グループ存続のために重要な経営課題のひとつと
して最優先で取り組むものとし、健全な管理に努めております。また、銀行業務を営む連結子会
社では諸規程において、日常の流動性リスク管理の方法をきめ細かく規定するとともに、万が一
の流動性リスク懸念時・危機時の適切な対応策を定めております。
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≪管理態勢≫
　当社のリスク管理部署は、子会社のリスク管理部署からの報告を基に、各種リスクリミットの
遵守状況を、直接経営陣に報告した上で、毎月開催されるＡＬＭ・リスク管理会議において、流
動性リスクの状況や資金繰りの状況について報告しております。
　子会社の流動性リスク懸念時及び危機時においては、子会社からの報告を基に、危機管理委員
会が子会社に緊急時対策本部の設置を指示するなど、必要な対策を講じることになっておりま
す。

（4）金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価には、一定の前提条件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場
合、当該価額が異なることもあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項
2026年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額は、次のとおりであり

ます。なお、市場価格のない株式等及び組合出資金は、次表には含めておりません（（注１）参照）。
また、現金預け金、コールローン及び買入手形、コールマネー及び売渡手形、売現先勘定、債券貸
借取引受入担保金、コマーシャル・ペーパーは、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似す
ることから、注記を省略しております。このほか、「連結貸借対照表計上額」の重要性が乏しい科目
については、記載を省略しております。

（単位：百万円）
連結貸借対照表計上額 時　価 差　額

 (1) 有価証券
　　満期保有目的の債券 856,134 798,581 △57,553
　　その他有価証券（＊１） 2,127,558 2,127,558 －
 (2) 貸出金 17,667,404
　　　貸倒引当金（＊２） △86,362

17,581,041 17,512,370 △68,671
資産計 20,564,735 20,438,510 △126,224
 (1) 預金 20,877,254 20,872,119 △5,134
 (2) 譲渡性預金 274,750 274,750 －
 (3) 借用金 1,976,520 1,976,584 63
負債計 23,128,525 23,123,453 △5,071
デリバティブ取引（＊３）
　ヘッジ会計が適用されていないもの 9,257 9,257 －
　ヘッジ会計が適用されているもの （5,906） （5,906） －
デリバティブ取引計 3,351 3,351 －
（＊１）�その他有価証券には、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号）第24-3項及び第

24-9項の基準価額を時価とみなす取扱いを適用した投資信託が含まれております。
（＊２）貸出金に対応する一般貸倒引当金及び個別貸倒引当金を控除しております。
（＊３）�特定取引資産・負債及びその他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。  �

デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目について
は、(　)で表示しております。
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（注１）�市場価格のない株式等及び組合出資金の連結貸借対照表計上額は次のとおりであり、金融商品の時価情報の「そ
の他有価証券」には含まれておりません。

（単位：百万円）
区　分 連結貸借対照表計上額

非上場株式　（＊１）（＊２）（＊３） 13,566
組合出資金　（＊３）（＊４）（＊５） 58,211

（＊１）�非上場株式については、「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号）第
５項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。

（＊２）関連法人等の株式9,184百万円は含めておりません。
（＊３）�当連結会計年度において、非上場株式について０百万円、組合出資金について653百万円の減損処理を行

っております。
（＊４）�組合出資金については、「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号）第

24-16項に基づき、時価開示の対象とはしておりません。
（＊５）非連結の子会社及び子法人等並びに関連法人等の出資金13,005百万円は含めておりません。

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３

つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：�同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定し

た時価
レベル２の時価：�レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて

算定した時価
レベル３の時価：�重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプット

がそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類して
おります。
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（1）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
（単位：百万円）

区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券
　その他有価証券
　　債券
　　　国債 580,317 － － 580,317
　　　地方債 － 202,406 － 202,406
　　　社債 － 248,748 71,094 319,842
　　株式 253,242 19,422 － 272,665
　　その他（＊１） 39,725 530,620 104,814 675,160
資産計 873,284 1,001,198 175,908 2,050,391
デリバティブ取引（＊２）
　金利関連 － 8,553 － 8,553
　通貨関連 － △ 5,218 － △ 5,218
　株式関連 － － － －
　債券関連 － － － －
　その他 － － 16 16
デリバティブ取引計 － 3,335 16 3,351

（＊１）�「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号）第24-3項及び第24-9項の基準価額を時価
とみなす取扱いを適用した投資信託は含まれておりません。第24-3項の取扱いを適用した投資信託の連結貸借対照表計
上額は67,317百万円、第24-9項の取扱いを適用した投資信託の連結貸借対照表計上額は9,850百万円であります。

①　第24-3項の取扱いを適用した投資信託の期首残高から期末残高への調整表
（単位：百万円）

当連結会計年度
（自　2025年４月１日
至　2026年３月31日）

期首残高 57,049
当期の損益又はその他の包括利益
　損益に計上 （*1） －
　その他の包括利益に計上 267
購入、売却及び償還の純額 10,000
投資信託の基準価額を時価とみなすこととした額 －
投資信託の基準価額を時価とみなさないこととした額 －
期末残高 67,317
当期の損益に計上した額のうち連結貸借対照表日において保
有する投資信託の評価損益 （*1） －

（*1）連結損益計算書の「その他業務収益」及び「その他業務費用」等に含まれております。
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②　第24-３項の取扱いを適用した投資信託の当連結会計年度末における解約等に関する制限の内容ごとの内訳
　　解約申込から解約約定までに数か月を要するもの　67,317百万円

③　第24-９項の取扱いを適用した投資信託の期首残高から期末残高への調整表
（単位：百万円）

当連結会計年度
（自　2025年４月１日
至　2026年３月31日）

期首残高 9,647
当期の損益又はその他の包括利益
　損益に計上（*1） －
　その他の包括利益に計上 202
購入、売却及び償還の純額 －
投資信託の基準価額を時価とみなすこととした額 －
投資信託の基準価額を時価とみなさないこととした額 －
期末残高 9,850
当期の損益に計上した額のうち連結貸借対照表日において保
有する投資信託の評価損益（*1） －

（*1）連結損益計算書の「その他業務収益」及び「その他業務費用」等に含まれております。

（＊２）�特定取引資産・負債及びその他資産・負債に計上しているデリバティブ取引を一括して表示しております。デリバティ
ブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正味の債務となる項目については、△で表示し
ております。
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（2）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
（単位：百万円）

区分 時価
レベル１ レベル２ レベル３ 合計

有価証券
　　満期保有目的の債券
　　　国債 64,320 － － 64,320
　　　地方債 － 727,274 － 727,274
　　　社債 － 181 － 181
　　　その他 － 6,804 － 6,804
貸出金 － － 17,512,370 17,512,370
資産計 64,320 734,260 17,512,370 18,310,951
預金 － 20,872,119 － 20,872,119
譲渡性預金 － 274,750 － 274,750
借用金 － 1,976,584 － 1,976,584
負債計 － 23,123,453 － 23,123,453

（注１）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

有価証券
株式は、取引所の価格によっており、市場の活発性に基づき、主にレベル１の時価に分類しており
ます。債券は、日本証券業協会公表の売買参考統計値又は取引金融機関から提示された価格等によっ
ており、国債は主にレベル１の時価に、地方債及び社債（私募債を除く）は主にレベル２の時価に分
類しております。その他に含まれる資産担保証券は、取引金融機関から提示された価格等によってお
り、主にレベル３の時価に分類しております。
私募債は、将来のキャッシュ・フローを、無リスクの利子率に内部格付に基づき見積った信用リス
ク・プレミアム等を加算した割引率で割り引いて算定しており、レベル３の時価に分類しております。
投資信託は、公表されている基準価額等によっており、主にレベル２の時価に分類しております。
新株予約権は、オプション評価モデル及び上場確率により算定しており、レベル３の時価に分類し
ております。

貸出金
貸出金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映するため、貸出先の信用状態が実
行後大きく異なっていない限り、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時価とし
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ております。固定金利によるものは、主として、将来のキャッシュ・フローを、無リスクの利子率に
内部格付に基づき見積った信用リスク・プレミアム等を加算した割引率で割り引いて時価を算定して
おります。また、約定期間等が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、
当該帳簿価額を時価としております。
破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先に対する債権等については、見積将来キャッシュ・フローの現
在価値又は担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しており、時価は連結決算
日における連結貸借対照表上の債権等計上額から貸倒引当金計上額を控除した金額に近似しているこ
とから、当該価額を時価としております。
貸出金については、レベル３の時価に分類しております。

預金及び譲渡性預金
要求払預金については、連結決算日に要求された場合の支払額（帳簿価額）を時価とみなしており
ます。また、定期預金及び譲渡性預金については、商品別、残存期間別にグルーピングした将来キャ
ッシュ・フローを市場金利で割り引いた割引現在価値により、時価を算定しております。なお、預入
期間等が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額を時
価としております。
預金及び譲渡性預金については、レベル２の時価に分類しております。

借用金
借用金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映し、また、当社並びに連結される
子会社及び子法人等の信用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳簿価額と近似して
いると考えられるため、当該帳簿価額を時価としております。固定金利によるものは、将来のキャッ
シュ・フローを、当該借用金の残存期間及び信用リスクを加味した利率で割り引いた現在価値を時価
としております。なお、約定期間が短期間（１年以内）のものは、時価は帳簿価額と近似しているこ
とから、当該帳簿価額を時価としております。
借用金については、レベル２の時価に分類しております。

デリバティブ取引
デリバティブ取引については、活発な市場における無調整の相場価格を利用できるものはレベル１
の時価に分類することとしており、債券先物取引等がこれに含まれます。
ただし、大部分のデリバティブ取引は店頭取引であり、公表された相場価格が存在しないため、取
引の種類や満期までの期間に応じて割引現在価値法やオプション価格計算モデル等の評価技法を利用
して時価を算定しております。それらの評価技法で用いている主なインプットは、金利や為替レート、
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ボラティリティ等であります。また、取引相手別の信用リスク及び連結される子会社自身の信用リス
クに基づく価格調整を行っております。観察できないインプットを用いていない又はその影響が重要
でない場合はレベル２の時価に分類しており、金利スワップ取引、為替予約取引等が含まれます。重
要な観察できないインプットを用いている場合はレベル３の時価に分類することとしております。

（注２）時価で連結貸借対照表に計上している金融商品のうちレベル３の時価に関する情報

（1）重要な観察できないインプットに関する定量的情報
区分 評価技法 重要な観察できない

インプット インプットの範囲 インプットの
加重平均

有価証券
　その他有価証券

私募債 割引現在価値法 倒産確率 0.0％－13.0％ 0.3％
倒産時の損失率 20.0％－100.00％ 69.1％

新株予約権 オプション評価モデル 上場確率 10.0％ 10.0％

（2）期首残高から期末残高への調整表、当期の損益に認識した評価損益
（単位：百万円）

期首残高

当期の損益又は
その他の包括利益

購入、売却、
発行及び
決済の純額

レベル３の
時価への
振替

レベル３の
時価からの
振替

期末残高

当期の損益
に計上した
額のうち連
結貸借対照
表日におい
て保有する
金融資産及
び金融負債
の評価損益
（＊１）

損益に
計上
（＊１）

その他の
包括利益
に計上

有価証券         
　その他有価証券         
　　社債 77,997 △ 277 △ 287 △ 6,337 － － 71,094 －
　　その他 131,647 8,594 △ 124 △ 35,304 － － 104,814 －
資産計 209,644 8,317 △ 412 △ 41,641 － － 175,908 －
デリバティブ取引         
　その他 44 2 － △ 30 － － 16 －
デリバティブ取引計 44 2 － △ 30 － － 16 －

（＊１）連結損益計算書の「その他業務収益」及び「その他業務費用」等に含まれております。
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（3）時価の評価プロセスの説明
　当社グループは、リスク管理部門等において、時価の算定に関する方針及び手続を定めるととも
に、算定された時価の適切性を検証しております。時価の算定に当たっては、個々の資産の性質、
特性及びリスクを反映できる適切な評価モデルを用いております。第三者から入手した相場価格を
利用する場合においては、利用されている評価技法及びインプットの確認や自行推定値との比較等
の適切な方法により価格の妥当性を検証しております。

（4）重要な観察できないインプットを変化させた場合の時価に対する影響に関する説明
倒産確率
　倒産確率は、倒産事象が発生する可能性を示す推定値であります。倒産確率の大幅な上昇（低下）
は、時価の著しい下落（上昇）を生じさせます。
倒産時の損失率
　倒産時の損失率は、倒産時において発生が見込まれる損失の債券又は貸出金の残高合計に占める
割合を示す推定値であります。倒産時の損失率の大幅な上昇（低下）は、時価の著しい下落（上昇）
を生じさせます。
上場確率
　上場確率は、新株予約権の発行会社が上場する確率を示す推定値であります。上場確率の大幅な
上昇（低下）は、時価の著しい上昇（下落）を生じさせます。
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（１株当たり情報）
１株当たりの純資産額	 1,263円05銭
１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益金額	 94円02銭
（注）�株主資本において自己株式として計上されている役員に対する株式報酬制度に係る信託及び従業員に対する株式交付制度

に係る信託が保有する当社株式は、１株当たりの純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めて
おり、また、１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式
に含めております。	 �
１株当たりの純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は、2,996千株であり、１株当たりの親会社株主に
帰属する当期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、2,727千株であります。

（企業結合等関係）
（取得による企業結合）
当社は、2025年４月１日に、三井住友信託銀行株式会社の完全子会社である三井住友トラスト・ロー
ン＆ファイナンス株式会社（2025年４月１日に株式会社Ｌ＆Ｆアセットファイナンスに商号変更して
います）の発行済普通株式の85.0%を取得し、同社を子会社化いたしました。

１．企業結合の概要
（1） 被取得企業の名称及びその事業の内容

被取得企業の名称：株式会社Ｌ＆Ｆアセットファイナンス
事業の内容：融資事業、保証事業、その他付帯する一切の事業

（2） 企業結合を行った主な理由
当社は、長期的にめざす姿として「地域に根ざし、ともに歩む存在として選ばれるソリューシ
ョン・カンパニー」を掲げていますが、当社を取り巻く事業環境は、人口減少による社会構造の
加速度的な変容により、大相続時代の到来、空き家・築古物件の増加、外国人労働者の増加にも
つながっていくことが見込まれます。
株式会社Ｌ＆Ｆアセットファイナンスは、個人向け住宅ローンや賃貸用不動産ローン、不動産
担保ローン等を提供する不動産担保融資専門の金融会社として、長年培った独自の債務者評価・
物件評価ノウハウに立脚した丁寧な与信プロセスにより、銀行が必ずしも十分に対応できていな
いお客さま属性（外国人、高齢者等）や物件特性（築古物件等）、資金使途（相続関連等）に関
する多様な金融ニーズに対応しています。
独自のノウハウと顧客基盤を有する株式会社Ｌ＆Ｆアセットファイナンスを当社グループに迎
え入れ、三井住友信託銀行株式会社と共同事業をおこなうことにより、社会変容にともない多様
化する金融ニーズに対応し、金融仲介機能の発揮を通じて地域社会の持続的な発展に貢献する使
命と役割を従来以上に果たしてまいります。
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（3） 企業結合日
2025年４月１日

（4） 企業結合の法的形式
現金を対価とする株式取得

（5） 結合後企業の名称
株式会社Ｌ＆Ｆアセットファイナンス

（6） 取得した議決権比率
85.0%

（7） 取得企業を決定するに至った主な根拠
当社による現金を対価とする株式取得であるため

２．連結計算書類に含まれる被取得企業の業績の期間
2025年４月１日から2026年３月31日

３．被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳
取得の対価 現金 54,485百万円
取得原価 54,485百万円

４．主要な取得関連費用の内容及び金額
アドバイザリー費用等	 224百万円

５．のれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間
（1） のれんの金額

7,406百万円
（2） 発生原因

今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力により発生したものであります。
（3） 償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却

６．のれん以外の無形固定資産に配分された金額及び償却期間
（1） 無形固定資産に配分された金額

顧客関連資産	 2,526百万円
（2） 償却方法及び償却期間

10年間にわたる均等償却
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７．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳
(1) 資産の額

資産合計	 481,610百万円
うち貸出金	 475,127百万円

(2) 負債の額
負債合計	 426,224百万円
うちコマーシャル・ペーパー	 274,810百万円

（重要な後発事象）
該当事項はありません。
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科　　　　　目 金　　　　　額
（資産の部）

流動資産 2,894

現金及び預金 1,741

前払費用 19

未収収益 955

その他 177

固定資産 971,774

有形固定資産 3

工具、器具及び備品 3

無形固定資産 19

商標権 19

投資その他の資産 971,750

投資有価証券 25

関係会社株式 936,661

関係会社長期貸付金 35,000

繰延税金資産 64

資産の部合計 974,668

（単位：百万円）
科　　　　　目 金　　　　　額

（負債の部）

流動負債 33,771
短期借入金 32,500
未払費用 383
未払法人税等 184
預り金 341
賞与引当金 98
役員賞与引当金 18
その他 244

固定負債 36,674
社債 35,000
株式報酬引当金 100
長期預り金 1,573

負債の部合計 70,445

（純資産の部）

株主資本 904,222
資本金 150,078
資本剰余金 641,100
資本準備金 37,578
その他資本剰余金 603,521

利益剰余金 155,990
その他利益剰余金 155,990
繰越利益剰余金 155,990

自己株式 △ 42,946
純資産の部合計 904,222

負債及び純資産の部合計 974,668

第10期末（2026年３月31日現在）貸借対照表
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（単位：百万円）
科　　　　　目 金　　　　　額

営業収益 26,684

関係会社受取配当金 24,332

関係会社受入手数料 2,352

営業費用 1,847

販売費及び一般管理費 1,847

営業利益 24,837

営業外収益 567

受取利息 527

有価証券利息 16

その他 23

営業外費用 1,019

支払利息 88

社債利息 527

社債発行費 188

その他 214

経常利益 24,386

税引前当期純利益 24,386

法人税、住民税及び事業税 114

法人税等調整額 △ 7

法人税等合計 107

当期純利益 24,278

第10期（2025年４月 １ 日から
2026年３月31日まで）損益計算書
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（単位：百万円）
株　主　資　本

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合計資本

準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金

合計

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当期首残高 150,078 37,578 603,521 641,100 169,356 169,356 △ 1,652 958,884 958,884
当期変動額
剰余金の配当 △ 37,644 △ 37,644 △ 37,644 △ 37,644
当期純利益 24,278 24,278 24,278 24,278
自己株式の取得 △ 41,754 △ 41,754 △ 41,754
自己株式の処分 0 0 459 459 459
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当期変動額合計 － － 0 0 △ 13,366 △ 13,366 △ 41,294 △ 54,661 △ 54,661
当期末残高 150,078 37,578 603,521 641,100 155,990 155,990 △ 42,946 904,222 904,222

第10期（2025年４月 １ 日から
2026年３月31日まで）株主資本等変動計算書

計算書類

48

010_0365610092606.indd   48010_0365610092606.indd   48 2026/05/14   15:33:002026/05/14   15:33:00



個別注記表
記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

重要な会計方針
１．有価証券の評価基準及び評価方法
（1）子会社株式及び関連会社株式

　移動平均法による原価法により行っております。
（2）その他有価証券

　市場価格のない株式等　　　　：移動平均法による原価法により行っております。
　預金と同様の性格を有するもの：移動平均法による原価法により行っております。

２．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産

　有形固定資産は、定額法により償却しております。
　また、主な耐用年数は次のとおりであります。
　　工具、器具及び備品：４年～15年

（2）無形固定資産
無形固定資産は、定額法により償却しております。なお、自社利用のソフトウェアについては、
社内における利用可能期間（５年）に基づいて償却しております。

３．引当金の計上基準
（1）賞与引当金

賞与引当金は、従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のう
ち、当事業年度に帰属する額を計上しております。

（2）役員賞与引当金
役員賞与引当金は、役員への賞与（短期業績連動報酬）の支払いに備えるため、役員に対する
賞与の支給見込額のうち、当事業年度に帰属する額を計上しております。

（3）株式報酬引当金
株式報酬引当金は、取締役等への株式報酬制度における報酬支払いに備えるため、取締役等に
対する報酬の支給見込額のうち、当事業年度末までに発生していると認められる額を計上してお
ります。
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４．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
（1）繰延資産の処理方法

社債発行費は、支出時に全額費用として処理しております。
（2）グループ通算制度の適用

当社はグループ通算制度を適用しております。

追加情報
（信託を活用した株式報酬制度）
１．役員に対する株式報酬制度に係る信託
（1）取引の概要

当社は、株主の皆さまと利害を共有するとともに、当社グループ全体の持続的な成長を促
進し、中長期的な企業価値向上への意欲を高めることを目的として、信託を活用した株式報
酬制度（以下「本制度」という。）を導入しております。
本制度は、当社及び一部の連結される子会社の取締役（社外取締役及び非業務執行取締役
を除く）及び執行役員のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社の株主総会決議
で承認を受けた範囲内の金銭に、一部の連結される子会社から各社の株主総会決議での承認
を経て拠出された金銭を合わせて信託を設定し、当該信託は信託された金銭を原資として当
社株式を株式市場から取得しております。
信託期間中、予め定める株式交付等規程に従い、受益者は一定のポイントの付与を受けた
上で、かかるポイント数の一定割合に相当する当社株式の交付を受け、残りのポイント数に
相当する当社株式については、信託契約の定めに従い、信託内で換価した上で換価処分金相
当額の金銭を受領します。
なお、信託としては、退任後に役位に応じて当社株式及び当社株式の換価処分金相当額の
金銭（以下「当社株式等」という。）の交付又は給付（以下「交付等」という。）を行う信託と、
中期経営計画終了後に経営計画の業績目標の達成度に応じて当社株式等の交付等を行う信託
を設定しております。

（2）信託に残存する当社株式
信託に残存する当社株式の帳簿価額及び株式数は、当事業年度末において1,934百万円、
2,573千株であり、純資産の部に自己株式として計上しております。
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２．従業員に対する株式交付制度に係る信託
（1）取引の概要

当社は、当社の子会社である横浜銀行の幹部職員（以下、「対象従業員」という。）を対象に、
対象従業員の中長期的な企業価値向上への貢献意識をより一層高めるとともに、従業員全体
の成長・挑戦意欲を向上させることを目的として、株式付与ESOP（Employee Stock 
Ownership Plan）信託を活用した株式交付制度（以下「本制度」という。）を導入しており
ます。
本制度は、予め定める株式交付規程に基づき、当社株式および当社株式の換価処分金相当
額の金銭を一定の要件を充足する対象従業員に交付または給付を行うインセンティブプラン
です。

（2）信託に残存する当社株式
信託に残存する当社株式の帳簿価額及び株式数は、当事業年度末において392百万円、
422千株であり、純資産の部に自己株式として計上しております。
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注記事項
（貸借対照表関係）
１．有形固定資産の減価償却累計額	 52百万円

２．社債は、劣後特約付社債であります。

３．関係会社に対する金銭債権総額	 37,629百万円
　　関係会社に対する金銭債務総額	 34,073百万円

（損益計算書関係）
関係会社との取引高
　営業取引による取引高
　　営業収益	 26,684百万円
　　営業費用	 78百万円
　営業取引以外の取引による取引高
　　営業外収益	 544百万円
　　営業外費用	 108百万円
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（株主資本等変動計算書関係）
自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：千株）
当事業年度
期首株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株式数 摘　要

自己株式
普通株式 3,128 31,077 1,068 33,138 （注）１，２，３
合　計 3,128 31,077 1,068 33,138

（注）１．�自己株式数の増加は、自己株式取得のための市場買付29,434千株、単元未満株式の買取請求４千株、役員に対す
る株式報酬制度に係る信託による取得1,212千株、従業員に対する株式交付制度に係る信託による取得426千株に
よるものであります。

２．�自己株式数の減少は、役員に対する株式報酬制度に係る信託による交付及び売却1,064千株、従業員に対する株式
交付制度に係る信託による交付及び売却３千株等によるものであります。

３．�当事業年度期首の自己株式数には、役員に対する株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式2,425千株が含まれ
ております。また、当事業年度末の自己株式数には、役員に対する株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式 
2,573千株及び従業員に対する株式交付制度に係る信託が保有する当社株式422千株が含まれております。

（税効果会計関係）
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳は、次のとおりであります。

繰延税金資産
　賞与引当金 31百万円
　株式報酬引当金 27百万円
　関係会社株式評価損 47百万円
　その他 � 6百万円
繰延税金資産小計 112百万円
評価性引当額 △ 47百万円
繰延税金資産合計 64百万円
繰延税金負債
繰延税金負債合計 � －百万円
繰延税金資産の純額 � 64百万円

（注）�当社はグループ通算制度を適用しており、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実
務対応報告第42号）に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示
を行っております。
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（関連当事者との取引）
子会社及び関連会社等 （単位：百万円）

種類 会社等の
名称

議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引

金額 科目 期末
残高

子会社 株式会社
横浜銀行

所有
直接100％

経営管理等
役員の兼任

資金の貸付
貸付金の回収
（注）１

35,000
20,000 関係会社

長期貸付金 35,000

貸付金利息の
受取

（注）１
527 未収収益 297

資金の借入
（注）２ 7,863 短期借入金 32,500

借入金の
支払利息
（注）２

88 前払費用 19

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注）１．関係会社長期貸付金は劣後特約付貸付金であり、利率は市場金利等を勘案して合理的に決定しております。

２．�短期借入金は当座貸越であり、利率は市場金利等を勘案して合理的に決定しております。取引金額は、当事業年度中
の平均残高を記載しております。

（１株当たり情報）
１株当たり純資産額	 813円53銭
１株当たり当期純利益金額	 21円43銭
（注）�株主資本において自己株式として計上されている株式報酬制度に係る信託が保有する当社株式は、１株当たり純資産額

の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めており、また、１株当たり当期純利益金額の算定上、期中
平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。	�
１株当たり純資産額の算定上、控除した当該自己株式の期末株式数は、2,996千株であり、１株当たり当期純利益金額
の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は、2,727千株であります。

（重要な後発事象）
連結計算書類の「（重要な後発事象）」に同一の内容を記載しているため、注記を省略しております。

計算書類
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
2026年５月８日

株式会社横浜フィナンシャルグループ
　　取　締　役　会　　　御中

監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社横浜フィナンシャルグループの2025年４月１日から
2026年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変
動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式
会社横浜フィナンシャルグループ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況
を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における
当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における
職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社及び連結
子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎
となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること
にある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を
監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記
載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内
容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、その
ような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す
ることが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ
東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 濱 原 啓 之
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 五 十 嵐 康 彦
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 藪 原 康 雅
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連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に
表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために
経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかど
うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する
必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示
がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明する
ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の
意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし
ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・�　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続
を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切
な監査証拠を入手する。
・�　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク
評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
・�　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及
び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・�　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基
づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか
結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記
事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書
類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証
拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・�　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している
かどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎とな
る取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
・�　連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を
入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査
閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な
不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監
査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻
害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上
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独立監査人の監査報告書
2026年５月８日

株式会社横浜フィナンシャルグループ
　　取　締　役　会　　　御中

監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社横浜フィナンシャルグループの2025年４月１
日から2026年３月31日までの第10期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算
書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計
算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における
当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職
業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適
切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること
にある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を
監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載
内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容
と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよう
な重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す
ることが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本

有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ
東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 濱 原 啓 之
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 五 十 嵐 康 彦
指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 藪 原 康 雅
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表
示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営
者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうか
を評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要
がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が
ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明すること
にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決
定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし
ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・�　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続
を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切
な監査証拠を入手する。
・�　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評
価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
・�　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及
び関連する注記事項の妥当性を評価する。
・�　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結
論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項
に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対し
て除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づ
いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・�　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか
どうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引
や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な
不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監
査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻
害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

監査報告書

58

010_0365610092606.indd   58010_0365610092606.indd   58 2026/05/14   15:33:002026/05/14   15:33:00



監　査　報　告　書
　当監査等委員会は、2025年４月１日から2026年３月31日までの第10期事業年度における取締役の職務の執行
を監査いたしました。その方法および結果について以下のとおり報告いたします。

1．	監査の方法およびその内容
　�　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロおよびハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容な
らびに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役および使用人等からその構
築および運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記
の方法で監査を実施いたしました。なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等および有限責任監査
法人トーマツから当該内部統制の評価および監査の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
　①�　監査等委員会が定めた監査等委員会監査の基準に準拠し、監査の方針、監査計画、職務の分担等に従い、
会社の内部監査部門および内部統制部門と連携のうえ、重要な会議に出席し、取締役および使用人等からそ
の職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、会社の業
務および財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役および監査役等と意思
疎通および情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

　②�　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視および検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査
人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）
を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて
説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告およびその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書および個別注記表）およびその附属明細書ならびに連結計算書類（連結貸借対照表、
連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書および連結注記表）について検討いたしました。

2．	監査の結果
（1） 事業報告等の監査結果
　①�　事業報告およびその附属明細書は、法令および定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま
す。

　②�　取締役の職務の執行に関する不正の行為または法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められませ
ん。

監査等委員会の監査報告書　謄本
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　③�　内部統制システムに関する取締役会の決議（財務報告に係る内部統制を含む。）の内容は相当であると認め
ます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容および取締役の職務の執行についても、指
摘すべき事項は認められません。

（2）計�算書類およびその附属明細書の監査結果	 �
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法および結果は相当であると認めます。

（3） 連�結計算書類の監査結果	 �
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法および結果は相当であると認めます。

2026年５月11日

注1．�監査等委員野口真有美および鈴木良和は、会社法第２条第15号および第331条第６項に規定する社外取締役であり
ます。

注2．�当社は、2025年６月20日開催の第９期定時株主総会の決議により、同日をもって監査役会設置会社から監査等委員
会設置会社に移行しました。2025年４月１日から上記株主総会終結時までの状況につきましては、旧監査役会から
引き継いだ内容に基づいております。

株式会社　横浜フィナンシャルグループ　監査等委員会

常 勤 監 査 等 委 員 前 原 和 弘 ㊞
社 外 監 査 等 委 員 野　口　真有美 ㊞
社 外 監 査 等 委 員 鈴 木 良 和 ㊞

以　上
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